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業績予想の修正及び特別損失計上に関するお知らせ 
 

当社は、平成 28 年 1 月 25 日に公表いたしました通期業績予想を、下記の通り修正するとともに、特別損失の

計上につきましてお知らせいたします。 

記 

 

●業績予想の修正について 

 

（１）平成 28 年 2 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 27 年 3 月 1 日～平成 28 年 2 月 29 日）     

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当り 

当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 10,900 百万円 150 百万円 110 百万円 10 百万円 1.98 円

今 回 修 正 （ Ｂ ） 10,934 百万円 91 百万円 59 百万円 △142 百万円 △28.22 円

増  減  額 （Ｂ－Ａ） 34 百万円 △59 百万円 △51 百万円 △152 百万円 －

増  減  率（％） 0.3 △39.3 △46.4 － －

（ご参考）前期実績     
（平成 27 年２月期） 

11,284 百万円 △335 百万円 △408 百万円 △814 百万円 △161.25 円

（２）修正理由 

  売上高につきましては、1 月 25 日にお知らせしました業績予想と比べ、ほぼ予想通りとなりました。しかし、

利益面につきましては、1 月バーゲン期の値下げ販売による値下げ金額が前年比で 150％と予想以上に増加

したことと、季節商品を含む滞留在庫商品等の処分を実施したため、売上総利益が予想を下回ることとなりまし

た。 

また、販売管理費につきましては、荷造運送費などの物流関連コストを中心に、大幅なコスト削減を図ってお

りますが、減損対象店舗の増加による特別損失の増加で、当期純利益は大幅に前回予想を下回り、赤字とな

っております。 

 なお、特別損失の内容につきましては、下記「特別損失の計上」にて記載しております。 

 

●特別損失の計上 

 店舗の収益性の低下等による減損損失を 97 百万円、店舗の改装等に伴う固定資産除却損を 23 百万円、退

店・改装店に伴う費用等 25 百万円計上致します。 

 これらの特別損失については、上記の通期個別業績予想数値の修正に織り込んでおります。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、当社が本資料の作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。

実際の業績は、当社を取り巻くさまざまな要因により、記述されている業績見通しとは異なる可能性があります。 


